
中山洋平・水島治郎『ヨーロッパ政治史』（放送大学教育振興会、2020 年） 

正誤表 

                   2020年 2月  著者作成 

 

＊下線部は削除・差し替え対象、網掛けは加筆・差し替え部分 

 

47頁 13行目 1474年→1479年 

48頁 8行目 1700～1710年→1705～1714年 

62頁 下から 10行目 1842年 5月には →1842年 7～8月には 

82頁 8行目 1808～18年→1808～1822年 

99頁 註 3の１行目 1894年 →1794年 

108頁 5行目 1866年→1867年 

108頁 12行目 議会の開設など →議会の権限強化など 

108頁 下から 2行目 1905年 →1907年 

110頁 3行目 君主国領内のセルビア人（オーストリア側） 

       →クロアチア領内のセルビア人 

140頁 6行目  社会民主労働党 →社会民主労働者党  

＊140頁 12行目、191頁 4-5行目と 7行目も同じ 

143頁 14行目  1922年 →1921年 

151頁 下から 2行目  ＊155頁下から 7行目も同じ 

回勅「ノン・エクスペディト」 →指令「ノン・エクスペディト」 

154頁 下から 3-2行目 労組や農民組合などの職能団体に、 

  →選挙区毎の組織や職能団体に、 

160頁 14行目  戦後のインフレの →戦後の経済危機の  

163頁 下から 7行目 （1919年 1月就任） →（1918年 11月就任） 

164頁 8行目 1919年 6月に →1919年 7月に 

165頁 下から 9行目 1923年 8月の →1923年 9月の 

167頁 下から 13行目  第 4章で見たように →第 6章で見たように 

169頁 5行目  コンソーシャム →コンソルショム 



169頁 7行目  1919年春に所管大臣が交代すると、 

 →所管大臣の交代もあって、1919年春、 

170頁 下から 5行目  1921年初め →1921年  ＊「初め」をトル 

171頁 下から 2行目 1924年に →1925年に 

173頁 7行目  1921年の →1920年末の 

175頁 7-8行目 労働組合の産業動員政策への参加と、 

→労働組合は産業動員政策に参加はしていたものの、 

175頁 9行目 採用に時間がかかった→政府や経営側が導入に消極的だった 

175頁 11行目 初めて実現された →初めて譲歩が行われた 

175頁 下から 4-3行目  

     戦時協力の見返りに労組が得た既得権を継続させるとともに、 

→労働側の年来の要求を認めるとともに、 

178頁 下から 2行目  都市の地方政府を掌握 →都市を制圧 

184頁 下から 7行目   

   大統領緊急令を発動し →大統領緊急令の発動を視野に入れつつ         

184頁 下から 6-5行目  

 この政権が賠償支払いを免れることだけを考えて苛烈な 

→この政権が（一説には賠償支払いを免れることだけを考えて）苛烈な 

184頁 下から 4行目  1930年総選挙での →1932年総選挙での 

187頁 下から 4行目   

念入りに準備された CGTのプランは →プラニスムは 

194頁 下から 2-1行目 TUC（労働組合会議）の →党の 

195頁 3-4行目 を停止させる慣行が確立された  

→を退ける傾向が強まった 

195頁 下から 6行目  政権は →政権の授受は 

196頁 下から 10-9行目 ロイド・ジョージの 

        →ロイド・ジョージら推進派の 

197頁  2-3行目 ドイツやスウェーデン →フランスやスウェーデン 

以上 


